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Ⅰ．はじめに

　文部科学省の「令和３年度公立学校教職員の

人事行政状況調査」によれば，教育職員１）の精

神疾患による病気休職者数は，5,897人（全教育

職員数の0.64％）となり，令和２年度から694人

増加し，過去最多となった（文部科学省, 2023）。

図１は，その調査データを元に，過去５年間の全

国と沖縄県の実数の変化をグラフ化したものであ

るが，全国，沖縄県ともに右肩上がりの増加傾向

および深刻な現状が見て取れる。

　また，懲戒処分等を受けた教育職員についても，

4,674人（0.50％）で，令和２年度から573人の増

加となった。主な内訳は，「体罰」343人（0.04％），

「性犯罪・性暴力等」216人（0.02％）であり，

このうち，児童生徒等に対する性犯罪・性暴力に

より懲戒処分を受けた者は94人（令和２年度96人）

に上る。

　こうした状況の直接的要因や遠因ともなってい

る教育職員の多忙化の解消については，近年最重

要課題となっている。だが，ベネッセ教育総合研

究所（2023）の報告によれば，2022年に実施した

教員対象の全国調査において，勤務時間の平均は

１日11時間以上という実態が明らかになった。学

校現場の多忙な状況は続いたままであり，このこ

とは現在の教員不足の深刻な事態にも繋がってい

る。

図１．精神疾患による病気休職者の推移（教育職員）
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要　約

　沖縄県の小学校教師を対象とするアンケートによる意識調査を実施し，教員生活に関する意識の実態を

探った。調査の結果，学校外における「相談の場」の有無により，職場環境及び意欲，業務負担感･ストレス感，

求める支援形態において，また「教職経験年数」の違いにより，児童･生徒指導上の悩み，情緒不安定性に

おいて，統計的に有意な差がみられた。また，教職年数４～６年での情緒的支援を求める割合が高く，11～

20年では情緒不安定性がピークとなるなど，特定のグループにおいて，特徴的な傾向が把握された。実効性

のある教員研修プログラムの具体的策定のためには，こうした諸条件を踏まえる必要性が明らかになった。
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　では，学校現場の多忙化が進行する中，教師た

ちの身に具体的にどのようなことが起こり，何に

苦悩しているのか，そして，その現実を前にどの

ような対策がとられているのか等について，先行

研究を概観してみよう。

　松永他（2017）らは，新任教師が持つ就職前イ

メージと就職後の現実とが異なることによって引

き起こされる「リアリティ・ショック」に関する

尺度作成による因子分析を通して，「職場の人間

関係」，「経験不足」，「生徒・保護者との関係」，「多

忙」という４つの因子を導き出している。これら

はそれぞれ，新任教師が就職したばかりの職場で

経験する人間関係の難しさ，課せられた業務の遂

行と的確な判断の困難さ，就職前の期待に反する

生徒や保護者との距離感や出来事の反映，そして予

想以上の業務の多さとによるものと分析している。

　伊藤（2000）は，教師のバーンアウトについて，

20代・30代の若年群と40代以上のベテラン群との

比較を行い，次のことを導いている。すなわち，

ベテラン教師の方が授業指導を重視し自己評価は

高く，多忙感や加齢による健康上の悩みはあるも

のの，教師としての中核的な悩みを持つ者は比較

的少ない。一方，若年教師は子どもとの関わりを

重視するが，教科指導や生徒との関わりという毎

日の教育活動の中で悩みを抱える者が多く，“小・

中学校の教師では，若い教師ほどバーンアウトし

ている”という他の報告とも合致すると。この他，

田上他（2004）が行ったレビューにおいても，経

験年数の浅い教師が多様な問題に直面し，ストレ

スが高いとの知見が多くみられることが報告され

ている。

　寺町（2023）は，小学校初任者教師の困難につ

いての分析を通して，初任者が教師として歩み始

めた時から背負わされる「責任の個別化」につい

て問題にし，その下で起こる児童と初任者自身へ

の２つの「危害」を指摘している。すなわち，「準

備が間に合わない不十分な授業や学級経営が円滑

でないことの皺寄せは，全て児童たちへ向かうこ

とにな」り，初任者自身はできないことが多いた

め，「休日出勤を含めた長時間労働」に晒され，「『で

きない』ことへ直面し，苦悩も含めてそれを周囲

へ共有しても，助言や研修を通して『できるよう

になる（成長）』責任を初任者は求められ」「その

ことが更なる多忙・重労働」という「危害」をも

たらすのである。そして，教師としての成長をも，

自己責任とされることへの注意を喚起する。

　以上のような研究成果から見えてくることは，

学校現場の状況の厳しさの中で教職員のメンタル

ヘルスや研修に関する内容や手立てを，教師個人

の年齢や教職経験年数，その他の条件によって変

えていく必要性である。都丸・庄司（2005）は，「悩

むことはメンタルヘルスに悪影響を与えるのみで

はなく，悩みに対処し，自分自身の内面や周囲に

支えられながら悩みへ取り組み，悩んでいく過程

が教師に変容をもたらす可能性が高い」とし，教

師が抱える「悩み」自体をマイナス方向からだけ

でなく複眼的に捉えることで，教師としての育ち

の契機への転換の可能性を説いている。そして，

「30，40代の女性や50代以上の男性は生徒との人

間関係に悩みを抱きやすい。また，20代に特徴的

な悩みも明らかとなった」と述べ，研修などにお

ける，性別や年齢を考慮したプログラムを準備す

る必要性を指摘している。

　それでは，研修プログラムを準備するために，

具体的にはどのような配慮が必要となるのだろう

か。初任者研修や，いわゆる「経年研」など，教

職経験年数を考慮した各種教育機関による研修プ

ログラムは，既に稼働中であるが，内容として例

えば，末吉（2005）は，教師同士の語り合う場が

重要であるとする。そして，「教師が成長するた

めの一番良い方法は，教師同士がお互いの経験を

語り合い，悩みを解決していく過程にあるのでは

ないか。」「語る行為が教師の自己理解を深め，そ

れが個々の教師の気付きを促してよりよい実践へ

と導くからである。それはつまり教師の成長を促

す行為である」と述べる。では，どのような経験

を語り合ったら良いのか。次に問題となるのは，

その中身である。実は，困難な状況を克服した成

功体験を語り合うだけでは，教師の成長は導かれ

ない。浅井他（2018）は，ある小学校での，若

手教師とベテラン教師の相互の関わり合いによる

成長過程の分析を通して，特に若手教師の成長の

ためには，ベテラン教師の「できない」という語

りが重要であったと指摘している。一般的に，年

齢にかかわらず，自己の弱さをさらけ出すことは

ためらわれることであるが，教師としての成長に
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とっては，ある意味避けることのできない過程で

あるとも言えよう。分析対象となった学校では，

身にまとった「鎧」を脱ぐことのできた「校長を

含むベテランの教師が『できない』と語ることに

よって，若手の教師が『できない』と語り，他の

教師と困難を共有することが可能になっ」たとい

う。つまり，こうした「できなさ」の共有のため

の語り合いという作業が，容易に成立する職場で

あることが重要なのである。こうした教員の学び

に関する２つの研究を通して見えてくる課題は，

異年齢集団としての職場における水平関係におけ

る「悩み」の共有であり，年齢や経験年数の差と

いう事実としての垂直関係を前提とした「悩み」

の共有ということであろう。

　だが，こうした取り組みが，それほど容易なこ

とではないことは明らかである。そもそも職場に

そうした余裕がないからこそ教師たちの「悩み」

の多くが生まれ，深刻さの度を増しているのだ。

　となれば，やはり長時間労働という多忙化そも

そもの原因を探り，それをどう解決していくかが

問題にならざるを得ない。佐藤・酒井（2004）は，

教員の長時間労働の改善を阻んでいる要因とし

て，「業務過多」，「改善意識薄弱」，「人員配置不

十分」，「評価懸念」，「校務情報化の遅れ」，「作業

拘束型の労働形態」，「改革の逆効果」 等を指摘し，

それぞれの要因が改善されない現状をそれぞれに

分析している。ここで個別の内容について言及す

ることはしないが，教育現場における「教員の働

き方改革」の実情はきわめて厳しく，多くの課題

を抱えていると言える。

　また，朝倉（2023）は，働き方改革とも連動

した現在進行中の，多様性への対応を含む「新

たな教師の学びの姿」を標榜する教員研修改革

について，その経過を辿りつつ，子どもの学びと

教師の学びの「同型化」が進んでいると指摘して

いる。そこでは，教育政策が標榜する「子供の多

様性」に対応する教育と教師の在り方が，「技術

（Technology）に対する無条件の信頼を基盤に

して，多様性が抱える問題を個別の『ニーズへの

対応』に矮小化し，子供（保護者）と教師を教育

や研修の『消費』に誘ってしまうことが懸念され

る」とする。さらに，「教員研修改革を特徴づけ

る『コンテンツ』や『履歴』『記録』からは，研

修の成果を個人に帰属させようとする方向性が読

み取れ」，「『教師の新たな学び』や『研修の高度化』

の陰で，教員育成指標の具体化による『単線的教

師人生』や管理主義と画一化が強まりつつあ」り，

そこには，「教師の自己選択や揺らぎ，葛藤や発

達というこれまでの教師教育研究が多様な学習理

論を背景にして積み重ねてきた，多様な教師の学

びや育ちの姿は見られない」と懸念を表明してい

る。その上で，「多様性に対応する教育を実現す

るためには，学校全体や学校を取り巻くコミュニ

ティに根差した課題を核にしながら，『教師の学

び』を研修として組織化していくことが必要であ

る」とするのである。

　山田・長谷川（2010）はかつて，「学校に対す

る不信をベースに『既得権にしがみついた』教員

世界を外側から変えようとする近年の教員政策に

は，職場集団を分断し，学校外の人々との対話で

はなく， 個々の教員による心理主義的な対応によ

る教員世界の自閉──求心的関係構造を欠いたま

まで，分断された個々の教員がそれぞれの適応を

試みる事態──を招く危険性がある」と指摘して

いた。これまで見てきたように，この指摘は，残

念ながら冒頭述べたような教育職員の病休者の増

加といった学校現場の現在の姿に結果しているの

ではないだろうか。

　以上概観したような教育状況とそれに関連した

先行研究の成果と課題を踏まえた上で，本研究で

は，沖縄県の小学校教師の学級づくりの課題解決

に向けた実効性のある具体策，および研修プログ

ラムモデルを策定し，提起することを最終目的と

している。そのために，本報告においては，その

糸口を探るために実施した，沖縄県の小学校教師

を対象とするアンケートによる意識調査の結果の

中から，統計的に意味が認められた内容を，第一

報としてまとめるものである。この作業を通して，

沖縄県の小学校教師の教員生活に関する意識の実

態を探り，そこから導かれる具体的実践課題を提

起すると共に，主たる課題に迫るための材料を得

ることを目的とする。

Ⅱ．研究方法

１．質問紙の内容

　本研究で使用した質問紙を付録１および付録２
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に示す。設問は，回答者の属性や背景（年齢，性別，

育った県，教職経験年数，平日の時間外労働時間，

休日の時間外労働時間，職場以外での相談の場の

有無, １ヶ月あたりの図書購入費の記入）をたず

ねる８項目と，意識調査部分となる50項目の計58

項目である。

　意識調査の内容については「抱えている悩み」

を明らかにする観点から，藤井（2011）の ｢教師

悩み尺度」を参考に，「児童・生徒指導上の悩み」

に関する項目（問９－17），「情緒不安定性」に関

する項目（問18－22）を設定した。また，「求め

る支援形態」を明らかにする観点から，藤井（2011）

における「教師が求めている支援形態尺度」を参

考に，「情緒的支援」に関する項目（問39－47），

「専門的支援」に関する項目（問48－52），「支援

拒否」に関する項目（問53－58）を設定した。また，

本研究独自の項目として，「職場環境および意欲」

を明らかにする観点から，項目（問23－38）を設

定した。これらの問いは，「まったく当てはまら

ない」「どちらかと言うと当てはまらない」「どち

らかというと当てはまる」「とても当てはまる」

の４件法によって回答を求めた。

２．調査時期および調査対象

　2022年７月12日～９月２日にかけて，沖縄県内

の小学校教員を対象に，校内研究会や研修会の参

加者への直接依頼および，メールによる間接的な

依頼により，Googleフォームを活用したアンケー

ト調査を行った。その結果，478名の回答が得ら

れた。平均年齢は，40.8歳，SD=10.86であった。

回答者の内訳は，男性167名，女性305名，不明６

名。年齢構成は，20歳代102名（21.3％），30歳代

106名（22.2％），40歳代133名（27.8％），50歳代

117名（24.5％），60歳代５名（1.0％），不明15名

（3.1％）であった。

　教職経験年数については，「未回答」を除き，

表１に示すように８つの区分に分けて解析した。

年齢と教職経験年数の間には明瞭な相関関係（尤

度比検定，χ２値＝730.5，p＜0.0001）が見られた

ことから，本研究では教職経験年数を分析の属性

として使用した。

３．データ分析の方法

　⑴　回答の得点化

　本研究では, ４件法でたずねた各質問項目につ

いて，否定的回答から肯定的回答に対して, １点

から４点までの点数化を行い，以降で示す解析に

用いた。

　⑵　設問項目の分類

　本研究において，藤井（2011）の ｢教師悩み尺

度」を参考設定した「児童・生徒指導上の悩み」

に関する項目（問９－17），「情緒不安定性」に関

する項目（問18－22），「情緒的支援」に関する項

目（問39－47），「専門的支援」に関する項目（問

48－52），「支援拒否」に関する項目（問53－58）

表１．年齢と教職経験年数の度数分布表（未回答者を除く）

教職経験年数区分＼年齢 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 合計

　 ０年 10 0 0 0 0 10

１-３年 55 9 0 0 0 64

４-６年 30 16 3 1 0 50

７-10年 7 39 10 3 0 59

11-15年 0 40 32 0 0 72

16-20年 0 2 52 8 0 62

21-30年 0 0 34 58 0 92

31-40年 0 0 1 46 5 52

未回答 0 0 1 1 0 2

合計 102 106 133 117 5 463
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について予備解析したところ，「専門的支援｣を構

成する問52を除き，本研究でも藤井（2011）と同

様に，分類群としての独立性を担保できる結果に

なることが明らかになった（表２）。また，問52

についても他の群に属するものではなかった。そ

のため，本研究では問52を「専門的支援｣に含め

ても問題がないと判断し，設問全体として，本研

究は藤井（2011）と同様の分類群で分析可能であ

ると判断した。

表２．藤井（2011）を参考に設定した設問における本研究での因子分析結果（Promax回転）

項目番号
因子負荷量

因子１ 因子２ 因子３ 因子４ 因子５

児童・生徒指導上の悩み

　09．授業中， 自分勝手に行動する子どもがいて困っている 0.062 0.792 0.016 -0.073 -0.115 

　10．自分の指示に従わない子どもがいて困っている 0.047 0.799 0.006 -0.032 -0.109 

　11．自分のクラスの子どもの心を理解するのは難しい -0.096 0.498 -0.030 0.109 0.188 

　12．クラスで， 授業中，私語が絶えない 0.021 0.674 0.019 -0.065 -0.055 

　13．クラスがなかなかまとまらないと感じることがある 0.032 0.730 -0.042 -0.017 0.084 

　14．子どもとなかなか信頼関係が築けなくて悩んでいる -0.121 0.523 0.027 0.159 0.177 

　15．クラスが学級崩壊に近い状況になったことがある -0.002 0.361 -0.100 0.052 0.106 

　16．自分は， 子どもになめられていると感じる 0.020 0.648 0.001 -0.016 0.011 

　17．自分のクラスで友達間のトラブルが絶えない 0.019 0.502 0.080 0.074 -0.006 

情緒不安定性

　18．子どもに対してつい厳しい態度で当たってしまう 0.009 0.107 -0.013 0.068 0.630 

　19．子どもの言動に対してついカッとなることがある -0.003 0.159 -0.109 -0.091 0.733 

　20．言うことをきかない子どもを見ると無性に腹が立つ 0.000 0.052 0.058 -0.050 0.713 

　21．保護者に批判されるとカッとなる方である 0.003 -0.050 0.155 -0.012 0.563 

　22．同僚に比べてキレやすい方だと思う 0.085 -0.114 0.025 0.034 0.616 

情緒的支援

　39．近くに誰かがいてほしい 0.704 0.091 0.011 -0.079 -0.050 

　40．なぐさめてほしい 0.766 0.050 0.112 -0.075 0.025 

　41．同僚に話を聞いてもらいたい 0.832 -0.080 -0.086 -0.060 0.027 

　42．同僚に自分の苦しい気持ちを伝えたい 0.790 -0.028 0.017 0.034 0.060 

　43．｢大丈夫だよ」 と声をかけてほしい 0.830 0.008 0.004 -0.056 0.019 

　44．誰か私の力になってほしい 0.743 0.088 0.018 0.076 0.006 

　45．苦しんでいる気持ちを上司に理解してほしい 0.569 0.066 0.100 0.166 0.030 

　46．同僚に相談に乗ってもらいたい 0.782 -0.077 -0.051 0.112 0.002 

　47．問題解決のために同僚に協力してもらいたい 0.614 -0.047 -0.085 0.240 -0.049 

専門的支援

　48．専門家に相談したい 0.117 0.031 0.047 0.804 -0.010 

　49．専門家のアドバイスをもらいたい 0.102 0.022 -0.022 0.833 -0.026 

　50．スクールカウンセラーに協力を求めたい 0.096 0.089 -0.027 0.716 -0.013 

　51．専門機関と連携して解決していきたい 0.089 -0.023 0.005 0.719 0.028 

　52．研修会に参加して教育実践能力を高めたい -0.016 -0.043 -0.226 0.295 -0.031 

支援拒否

　53．できることなら私にかまわないでほしい -0.004 0.018 0.719 -0.015 -0.108 

　54．誰にも相談したくない -0.073 0.014 0.780 -0.025 0.018 

　55．１人にしてほしい -0.016 -0.006 0.795 0.045 -0.077 

　56．できるだけ我慢したい 0.063 -0.029 0.537 -0.031 0.074 

　57．知らないふりをしていたい 0.047 0.005 0.583 0.044 0.088 

　58．自分１人で問題を解決したい 0.000 -0.035 0.646 -0.086 0.127 
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　また，本研究において，独自に設定した「職場

環境および意欲」に関する項目（問23－38）につ

いて予備的に分析を行ったところ，問23－28につ

いて，独立した項目として設定可能であると判断

できた。これらの項目は，「休み時間， 子どもが

よく話しかけてくる」，「同僚からよく相談される」

等，教師にとって周囲からの信頼を得られている

実感などを得られる周囲の反応に関する項目で構

成されていることから，「自己肯定感につながる

周囲の反応」として分類した。問29－38について，

因子間の関係が交差する場合があるものの，問30

－38について, １つの群としてまとめることが可

能であった。これらの項目は「授業の準備をする

が足りない」，「校務分掌の仕事が負担である」，「同

僚との関係に疲れる」等，業務上の負担感やスト

レス環境の度合いについての項目で構成されてい

ることから，「業務負担感・ストレス感」として

分類した。問29「子どもに寄り添いたいと思う」

については，「自己肯定感につながる周囲の反応」

を構成する設問との強い関係を示さず，また，「業

務負担感・ストレス感」を構成する設問とは逆相

関をしめすなど，他の群とは独立した反応を示す

ことから, １つの独立した群として取り扱うこと

が適当であると判断し，「子どもへ寄り添いたい

気持ち」として分類した。

　⑶　分類群ごとの個人の指標値の生成

　本研究では，上記までに分類した教師の意識

に関する８つの分類群（児童・生徒指導上の悩

み，情緒不安定性，自己肯定感につながる周囲

の反応，子どもへ寄り添いたい気持ち，業務負

担感・ストレス感，情緒的支援，専門的支援，

支援拒否）ごとの個人の性質や状況を解析す

るため，各個人において，個別の問ごとではな

く，各分類群を構成する問の平均値を，当該分類

群における個人の指標値として用いた。具体的に

は，点数化した各質問項目について，各分類群を

構成する問の合計点を算出し，その後，分類群を

構成する問の数で割り，その分類群の個人の平均

値を算出した。この手法によって，指標を構成す

る個々の質問にバラツキがあったとしても，当該

人物における各指数の平均強度を測定することが

可能になる。

表３．本研究独自に設定した設問における因子分析結果（Promax回転）

項目番号
因子負荷量

因子１ 因子２ 因子３

自己肯定感につながる周囲の反応

23．休み時間， 子どもがよく話しかけてくる 0.351 0.127 -0.161 

24．おうちの方から相談されることが多い 0.567 0.083 0.096 

25．同僚からよく相談される 0.556 -0.076 0.114 

26．授業をすると，子どもたちは活発に発表する 0.580 0.032 -0.020 

27．授業中，子どもがよく指示に従ってくれる 0.465 -0.057 -0.129 

28．授業が終わると子どもが楽しかったと言ってくれる 0.659 -0.107 0.064 

子どもへ寄り添いたい気持ち

29．子どもに寄り添いたいと思う 0.276 0.259 -0.320 

業務負担感・ストレス感

30．授業の準備をするが足りない -0.022 0.681 -0.122 

31．生活指導の必要な子どもが増えた 0.067 0.455 0.090 

32．仕事に追われ生活にゆとりがない -0.082 0.716 -0.009 

33．校務分掌の仕事が負担である 0.116 0.470 0.286 

34．保護者や地域住民への対応が負担である 0.050 0.381 0.417 

35．仕事に自信が持てない部活動・クラブ活動の指導が負担である -0.049 0.142 0.449 

36．子どもが何を考えているのかわからない -0.337 0.122 0.380 

37．管理職から指示や干渉が多い 0.008 0.003 0.508 

38．同僚との関係に疲れる 0.044 -0.018 0.452 
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　⑷�　本研究の分析で使用する属性データと解析手法

　本研究では，教師の意識調査に関する８つの指

標値（分類群）と，教員の属性に関する８項目の

うち，「職場以外での相談の場の有無」と「教職

経験年数」との関係を分析した。「職場以外での

相談の場の有無」については，「ある・ない」の

２名義尺度として取り扱った。「教職経験年数」

については，表１に示した８つの順序尺度（０年，

１－３年，４－６年，７－10年，11－15年，16－

20年，21－30年，31－40年）として取り扱った。

　８つの指標値ごとの「職場以外での相談の場の

有無」における２つのグループ間の指標値の差は，

ノンパラメトリックな手法であるWilcoxonの順

位和検定によって解析された。また, ８つの指標

値ごとの「教職経験年数」における８つの経験年

数区分間の指標値の差については，ノンパラメト

リックな手法であるKruskal-Wallis検定によっ

て解析された。

Ⅲ．結果

１．各指標値と属性間の関係

　⑴　「相談の場の有無」と各指標値の関係

　「相談の場の有無」と各指標値の関係を分析し

た結果を表４に示す。

　「抱えている悩み」に関連する２つの指標につ

いては，両方とも「相談の場の有無」によって顕

著な差は見つからなかった。「職場環境および意

欲」に関連する３つの指標の内，「子どもへ寄り

添いたい気持ち」について，「相談の場がない」

と回答したグループの得点よりも，「相談の場が

ある」と回答したグループの得点が統計上有意に

高かった。また，「業務負担感・ストレス感」に

ついては，「相談の場がない」と回答したグルー

プの得点よりも，「相談の場がある」と回答した

グループの得点が統計上有意に低くなった。「求

める支援形態」に関連する３つの指標の内，「支

援拒否」について，「相談の場がある」と回答し

たグループの得点よりも「相談の場がない」と回

答したグループの得点が統計上有意に高かった。

また，統計上の有意な差はないものの，「情緒的

支援」についても「相談の場がある」と回答した

グループの得点よりも「相談の場がない」と回答

したグループの得点が高くなる傾向があった。

　⑵　「教職経験年数」と各指標値の関係

　「相談の場の有無」と各指標値の関係を分析し

たグラフを図２および図３に示す。

　「抱えている悩み」に関連する２つの指標，「児

童・生徒指導上の悩み」および「情緒不安定性」

について，教職経験年数グループ間で回答得点は

統計上有意に異なった（図２）。このうち，「児童・

生徒指導上の悩み」については，教職経験年数が

長くなるに従い，回答得点が低くなる傾向が見ら

れた。また，「情緒不安定性」については，教職

経験年数０年から経験年数が長くなるにつれて回

答得点が上昇し，経験年数11～15年でピークを迎

表４．「相談の場の有無」と各指標値の関係

指標項目

回答 Wilcoxon の
順位和検定相談の場がない 相談の場がある

N 平均± SD 中央値 N 平均± SD 中央値 χ2 値 P 値

抱えている悩み
児童・生徒指導上の悩み 245 2.08 ± 0.60 2.0 218 2.03 ± 0.56 2.0 0.47 0.494

情緒不安定性 245 2.11 ± 0.61 2.0 219 2.05 ± 0.59 2.0 0.91 0.339

職場環境および意欲
自己肯定感につながる周囲の反応 245 2.85 ± 0.45 2.8 218 2.91 ± 0.41 3.0 2.08 0.149

子どもへ寄り添いたい気持ち 244 3.69 ± 0.52 4.0 218 3.79 ± 0.44 4.0 5.1 <0.05

業務負担感・ストレス感 245 2.53 ± 0.52 2.6 219 2.41 ± 0.49 2.4 7.38 <0.01

求める支援形態
情緒的支援 244 2.22 ± 0.71 2.2 218 2.11 ± 0.75 2.0 3.37 0.066

専門的支援 243 2.28 ± 0.75 2.2 218 2.38 ± 0.8 2.4 1.34 0.248

支援拒否 242 1.69 ± 0.58 1.7 218 1.46 ± 0.49 1.3 18.33 <0.001
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えた後，経験年数31～40年に向かうにつれ，回答

得点が低下する傾向が見られた。

　「職場環境および意欲」に関連する３つの指標

のうち，「周囲からの評価の自己認識」については，

教職経験年数グループ間で回答得点は統計上有意

に異なっており，教職経験年数が長くなるに従い，

回答得点が高くなる傾向が見られた。「子どもへ

寄り添いたい気持ち」については，グループ間の

回答得点に統計上の有意差はないものの，他のグ

ループと比較して，教職経験年数11～15年および

16～20年のグループの得点が低かった。「業務負

担感・ストレス感」の得点については，グループ

間の回答得点に統計上の有意差はないものの，教

職経験年数０年から経験年数が長くなるにつれて

回答得点が上昇し，経験年数11～15年でピークを

迎えた後，経験年数31～40年に向かうにつれ，回

答得点が低下する緩やかな丘型の得点推移を示し

た。

　「求める支援形態」に関連する３つの指標につ

いては，全て，グループ間の回答得点に統計上の

有意差は見つからなかった。ただし，「情緒的支援」

については，他のグループと比較して，教職経験

年数４～６年および11～15年の得点が高い傾向が

あった。また，「支援拒否」については，教職経

験年数０年から経験年数が長くなるにつれて回答

得点が上昇し，経験年数11～15年・16～20年でピー

クを迎えた後，経験年数31～40年に向かうにつれ，

回答得点が低下する緩やかな丘型の得点推移を示

した。

Ⅳ．考察

１． 教師にとっての職場以外での「相談の場」の

意味

　久冨（2017）は，新任教師の１年目の困難に関

する研究において，教師にとっての「専門職仲間」

の存在が，民間サークルや研究会仲間など同一職

場に限られない点に着目し，若い教師を支えるつ

ながりの場が，職場もしくは職場外にあるかない

かが教師として生きていく上での大きな分かれ道

となると指摘している。こうした指摘に学び，本

調査では，教師にとっての職場以外での「相談の

場」の有無を視点として分析を試みた。

　まず，「抱えている悩み」に関連する児童･生徒

指導上の悩みと情緒不安定性については，有意差

はみられなかった（表４）。これは，相談の場の

有無にかかわらず，ほとんどの教師が悩みを抱え

て生きているということを示している。今回のア

ンケート調査では，個々の悩みの内容や程度につ

いては調査を行っていないが，教師たちはそうし

た悩みを抱えながら，どのように教師生活を送っ

ているのかについて，その他の結果から見ていく

ことにしよう。

　「職場環境および意欲」に関連する３つの指標

のうち，「子どもへ寄り添いたい気持ち」につい

ては，全体として「寄り添いたい」と回答した人

の割合が高かったことに，まずは安心感を得た。

この割合がもし極端に低くなるようなことがあれ

ば，教育という営みそのものが，既に成立してい

ないことになる。さて，「相談の場がある」と回

答したグループの得点が統計上有意に高かった

（表４）ことについては，そう回答した人たちが，

困り感や悩みを抱え，それを他者に相談すること

で，解決させたり，軽減させたりした経験を持っ

図�２．「抱えている悩み」に関連する２つの指標と

教職経験年数の関係。箱ひげの中心線は中央値

を示し，ひげの両端は最大値および最小値を示

す。（　）内はｎ数を示す。頭上の「アスタリス

ク（*）」はKruska l -Wal l i s検定によるグループ

間の差に対する統計上有意性を示す（「*」：p < 
0.05, 「**」：p < 0.01）。
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ているものと考えられる。その意味では帰るべき

ホーム，拠り所を持っているということでもあり，

その場が教師の「ケア」的空間として機能してい

ると考えられる。また，逆に，「子どもへ寄り添

いたい」という気持ちがあるということは，まだ

バーンアウト状態にはなく，子どもたちに関する

悩みを他者との交流を通して解決策を探る，また

は，相談の場を求めて行動する力が保持されてい

るということでもあろう。しかし，「子どもに寄

り添いたい」，「寄り添わなければならない」とい

う思いが脅迫的に先行し，相談の場を求めさせ，

自分を追い込んでしまう危険性もあることには注

意が必要であろう。また，「子どもに寄り添いたい」

と願いながらも，必ずしも子どもに寄り添ってい

るとは言えない実践となってしまっている場合も

あり，「子どもに寄り添う」実践をどのようにイ

メージするのか，それをどう共有するかというこ

とについても課題化しておく必要がある。

　「業務負担感・ストレス感」については，「相談

の場がない」と回答したグループよりも，「相談

の場がある」と回答したグループの方が負担感や

ストレス感を感じていないことが示された（表

４）。この結果は，負担感やストレスは，誰かに

語ることにより感情が共有され，その解消・軽減

につながるということを裏付けるものと言えよ

う。しかし，相談する側は，相手に悩みを聞いて

くれることのみを求めているのではなく，具体的

に協力してくれる応答関係を求め，その関係性に

図�３．「職場環境および意欲」に関連する３つの指標（左列）および「求める支援形態」に関する３つの指

標（右列）と教職経験年数の関係。箱ひげの中心線は中央値を示し，ひげの両端は最大値および最小

値を示す。（　）内はｎ数を示す。また，頭上のアスタリスク（*）および記号・文字はKruska l -Wal l i s

検定によるグループ間の差に対する統計上の有意性を示す（「***」：p < 0.001, 「.」：0.05 < p < 0.10, 
「N.S .」：Not S ign i f icant）。
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安心感を得ているという側面はないだろうか。い

ずれにしても，課題はそうした「相談の場」を確

保することである。制度化された研修プログラム

の中にもそうした時間を位置づけること，そし

て，教師個人としては，仲良しグループ・サーク

ル的な，緩やかにつながれる場を，職場と家庭以

外の「第３の場（サードプレイス）」（片岡・石山 

2017，石山 2019）として持つことの重要性が指

摘できよう。

　ここまでは，「相談の場」があることによって，

それが教師の生き方にプラスに機能している側面

について見てきた。ここからは，「相談の場」を

持たないことから生起するマイナス面に関する内

容についてである。まず，「求める支援形態」に

関連する３つの指標のうち，「支援拒否」（「でき

ることなら私にかまわないでほしい」「誰にも相

談したくない」等）については，想定したとおり，

「相談の場がある」と回答したグループの得点よ

りも「相談の場がない」と回答したグループの得

点が高くなっており（表４），周囲からの支援を

拒否したい，あるいは一人にしてほしいという意

識を持っていることが示された。「支援拒否」の

理由としては，①そもそも支援自体を求める意欲

がない，②支援自体への信頼がない，③支援を求

めること自体を「弱みを見せる」，「失敗をあらわ

にする」と否定的に受け取っているといったこと

が考えられよう。①の場合は，教師としての意欲

を育む働きかけが必要であり，②の場合は，教師

自身の悩みの実態に即した支援内容･方法を具体

的に準備する必要がある。③については，「支援

拒否」によって自分を守っているとすれば，その

背景の解きほぐしから始める必要がある。もちろ

ん，そもそも相談の場がない（あるいは持たない）

ことによって有意義な「支援」に辿り着いていな

い教師は，支援自体を拒否することすらできない。

　「近くに誰かがいて欲しい」や「なぐさめてほ

しい」といった情緒的支援は，具体的な指導方法

に直接結びつく支援要求ではなく，教師自身が置

かれた状況への共感的理解に基づく心理的支えに

向けての要求である。本調査では，統計上の有意

な差はなかったものの，こうした「情緒的支援」

についても「相談の場がある」と回答したグルー

プの得点よりも「相談の場がない」と回答したグ

ループの得点が高くなる傾向がみられた（表４）。

「相談の場」とは，具体的な指導に関する情報の

やり取りだけでなく，こうした情緒的支援につな

がる内容のやり取りも多い。そうした場に参加す

る機会の少ない教員層にとって，支援要求が高く

なる傾向があることは必然であろう。また，この

質問の「相談の場」とは，学校外を前提としてい

るが，職場内においてそうした場が必要であるこ

とを示していると言える。

２．教職経験年数の違いによる意識の差

　続いて，教職年数の違いによる意識の差につい

て見てみよう。「抱えている悩み」に関連する２

つの指標，「児童・生徒指導上の悩み」および「情

緒不安定性」については，教職経験年数グループ

間で回答得点は統計上有意に異なる結果となっ

た。このうち，「児童・生徒指導上の悩み」につ

いては，教職経験年数が長くなるに従い，回答得

点が低くなる傾向が見られた（図２）。その具体

的内容は，授業中や学級づくりにおける指導上の

悩みであり，この結果は，教職経験を経るに従い，

獲得される指導技術や子ども理解の方法が蓄積さ

れていくことを表わしている。したがって，教職

経験の浅い教師にとって，ベテラン教師からの経

験に根ざした指導技術の学びの場が必要であると

共に，教職経験を積み重ねていくことで解決でき

る問題が増えていくということそのものを「プラ

スの情報」として引き取れる「安心感」とその下

での実際のフォロー体制が，職場内に求められる

と言えよう。しかしながら，「教職経験を積み重

ねれば解決する」という情報が強調されるだけで

は，逆に今現在の悩みの解決には結びつかず，苦

悩を深めることにしかなりかねないという点につ

いては，十分な配慮が求められる（寺町，2023）。

　また，「職場環境および意欲」に関連する３つ

の指標のうち，「周囲からの評価の自己認識」に

ついても，教職経験年数が長くなるに従い，回答

得点が有意に高くなる傾向が見られた（図３）。「周

囲からの評価の自己認識」とは，いわゆる「ベテ

ラン」教師としての職業的技能習熟の自己認識の

結果である。逆に言えば，こうした認識が「自信」

として獲得されていなければ，一教師として教職

を続けることは難しいのであり，こうした肯定的
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な認識や意識を，大切に扱い，実践を支えるエネ

ルギーに転化していく取り組みが必要であろう。

　一方で，「抱えている悩み」に関連する「情緒

不安定性」については，教職経験年数０年から経

験年数が長くなるにつれて回答得点が上昇し，経

験年数11～15年でピークを迎えた後，経験年数31

～40年に向かうにつれ，回答得点が低下するとい

う傾向が見られた（図２）。また，統計上の有意

差はないものの，「職場環境および意欲」に関連

する「業務負担感・ストレス感」についても同様

の傾向が示された（図３）。経験年数が増えるに

つれて，情緒は安定していくと考えるのが一般的

であろう。だが，経験とともに課される職務上の

課題や役割，管理職や保護者・地域，さまざまな

研究組織等からの期待とそれに応じた委託業務等

が，徐々に増えていくものである。11～15年とい

う経験年数の教師にとっては，そうした時代を生

きることとなっており，情緒の不安定さがピーク

を迎えているものと考える。また，教職経験を重

ねるに従い，新たな教育方法の導入に伴う学びの

必要性，深刻な子ども間のトラブルや保護者対応

事案なども増え，経験一辺倒では通じなくなる場

面に出合う機会も増えてくる。その中での葛藤が，

不安定さにつながっているとも考えられよう。更

に，この時代は，管理職への道に進むかどうかと

いった，教師としてどのような生き方を選択する

のかについて悩みを抱える時期でもある。

　また，別の角度から見ると，教職経験11～15年

でピークを迎え，そこから低下するターニングポ

イントにおいては，情緒不安定から安定への転機

のきっかけとなる何らかの要因が存在するものと

考えられる。その要因が何かについては，さらに

本調査を詳しく分析する必要があるが，この教職

経験11～15年の危機を乗り越えることが，教師の

バーンアウトを避ける上での重要課題の１つであ

ることは予測可能であろう。現在の病気休職者数

の多さも念頭に置いて，仕事の集中度とライフス

テージでのストレスとの兼ね合いからも具体的な

手立てを検討し，講じていく必要がある。

　ライフステージに応じた支援という点に関わっ

ては，更に，有意差は見つからなかったものの「情

緒的支援」について，教職経験年数４～６年およ

び11～15年の得点が高い傾向があった（図３）。

教職経験年数４～６年という教員は，人事異動に

より初めての転勤を経験する時期である。職場が

変わることにより初任校での経験が一端リセット

されてしまうという体験は，想像以上にストレス

を感じてしまうものであり，こうした状況がこの

結果に繋がっている可能性はある。教職経験11～

15年と合わせて, ４～６年の層の教員に対しての

配慮についても検討する必要があろう。

　また，「支援拒否」については，経験年数が長く

なるにつれて回答得点が上昇し，経験年数11～15

年・16～20年でピークを迎えた後，経験年数31～

40年に向かうにつれ，回答得点が低下する緩やか

な丘型の得点推移を示した（図３）。教職経験を

積むことにより，「教師としての自己」が徐々に

確立されていくと考えられるが，その自己が，他

者からの学びに支えられた「自己」に向かうのか，

他者からの学びを拒絶する孤立した「自己」に向

かうのか。実態としては，孤立に向かう教師が増

えていく傾向にあるということであろう。さらに，

山田・長谷川（2010）が指摘していたように，制

度的背景としての初任者研修制度を初めとする各

種経年研修，あるいは近年導入された人事考課制

度のもたらすマイナス影響があるのかもしれない

が，支援を拒否する回答得点が上昇するのは，周

囲からのアドバイスにより，否が応でも相談させ

られ，その支援により傷つけられた経験を持って

いる可能性もある。そうだとすれば，強制的な支

援は逆効果を生むということについても認識して

おく必要がある。その一方で，20年以上も教職経

験を積んで働くと，「これは無理だな」と諦めが

生まれ，その諦めが他者の声を聞いてみようとな

る瞬間が来るのではないか。特に近年のICT活用

や英語教育など，新たな教育課題の解決に向けた

「経験だけでは乗り切れない」現実課題は，ベテ

ラン教師たちを直撃し，支援拒否できないという

実態を示しているのではないか。もちろん，人生

の経験が，若い頃の敏感な拒否反応を和らげ，鈍

くした結果であるかもしれない。

　最後に，「子どもへ寄り添いたい気持ち」につ

いては，統計上の有意差はないものの，他のグルー

プと比較して，教職経験年数11～15年および16～

20年のグループの得点が低いという結果となった

（図３）。これを，情緒不安定性との関連で見れ
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ば，教職中堅層と捉えられる教員グループにおい

て，疲労度はより深く広く浸透していると捉えら

れる。しかし，子どもに寄り添う気持ちの揺らぎ

の原因を，自分の教え方や接し方を身につけ脱皮

した教員が，ある程度の自信と主体性を持って，

子どもに寄り添うという感覚ではなく「自分のや

り方に合わせさせる」方法で実践していることに

求めることも可能なのではないか。だからこそ，

20年前後のあたりから自分のやり方では通じない

「壁」を自覚し，再び回答に変化が起きるのかも

しれない。このあたりの分析は，更に慎重に行う

必要があるが，本来，「子どもに寄り添う」こと

が教師の願いの中心であると考えられ，それが揺

らぐような学校の現実を教員は生きているという

ことであり，その結果としての被害者は子どもた

ちに他ならない。現代の学校の「ブラック化」は，

この教職経験11～20年という層に大きなダメージ

を与えていることは，しっかりと認識しておくべ

き現実である。

Ⅴ．おわりに

　以上，本報告においては，沖縄県の小学校教師

を対象とするアンケートによる意識調査の結果か

ら，「相談の場の有無」と「教職経験年数」を視

点として，沖縄県の小学校教師の教員生活に関す

る実態を探った。今後の研究課題としては，更に

このデータについての詳細な分析を進め，小学校

における学級づくりに関する具体的実践課題を明

らかにし，その解決のための教員研修プログラム

を開発することが挙げられる。教育現場における

緊急課題として，引き続きとり組んでいきたい。
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付録１．質問紙（おもて面）

1

2

3

4

5

6

7

8

番号 下記の項目について、最も当てはまるところに○を付けてください。

ま
っ
た
く
当
て
は
ま

ら
な
い

ど
ち
ら
か
と
言
う
と

当
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
か
と
言
う
と

当
て
は
ま
る

と
て
も
当
て
は
ま
る

9 授業中、自分勝手に行動する子どもがいて困っている
10 自分の指示に従わない子どもがいて困っている
11 自分のクラスの子どもの心を理解するのは難しい
12 クラスで、授業中、私語が絶えない
13 クラスがなかなかまとまらないと感じることがある
14 子どもとなかなか信頼関係が築けなくて悩んでいる
15 クラスが学級崩壊に近い状況になったことがある
16 自分は、子どもになめられていると感じる
17 自分のクラスで友達間のトラブルが絶えない
18 子どもに対してつい厳しい態度で当たってしまう
19 子どもの言動に対してついカッとなることがある
20 言うことをきかない子どもを見ると無性に腹が立つ
21 保護者に批判されるとカッとなる方である
22 同僚に比べてキレやすい方だと思う
23 休み時間、子どもがよく話しかけてくる
24 おうちの方から相談されることが多い
25 同僚からよく相談される
26 授業をすると、子どもたちは活発に発表する
27 授業中、子どもがよく指示に従ってくれる
28 授業が終わると子どもが楽しかったと言ってくれる
29 子どもに寄り添いたいと思う
30 授業の準備をする時間が足りない

性別をお書きください。 女・男・他・無回答

平日における勤務時間以外の仕事時間は１日あたりどのくらいですか？(持ち帰りの仕事を含む) 約 時間

休日における仕事時間は１日あたりどのくらいですか？(持ち帰りの仕事を含む) 約 時間

学校以外の場に、仕事に関しての相談ができる場(研究会･サークルを含む)がありますか？ ある・ない

教職経験年数をお書きください(常勤・非常勤を問わず全ての教職経験の通算年数)。 年

図書の購入に、１ヶ月あたりいくらくらい支出していますか？(教育書以外も含む) 約 円

裏面に続きます。

小・中学生時代を、最も長く過ごした都道府県を教えてください。

小学校の学級づくりに関するアンケート2022
琉球大学教育学部 丹野清彦・杉尾幸司・村末勇介

このアンケート調査は、沖縄県の小学校教師の学級づくりに関する意識の実態について明らかにし、
課題解決に向けての改善策を探るために実施するものです。現在のあなたの現状について、率直にお答
えください。データについては、匿名にて処理されますので安心して回答してください。答えにくい質
問については、空欄にしてお進みください。
尚、右のリンク先から回答していただいても構いません。ご協力、よろしくお願いします。

現在の年齢をお書きください。 歳
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付録２．質問紙（うら面）

番号 下記の項目について、最も当てはまるところに○を付けてください。

ま
っ
た
く
当
て
は
ま

ら
な
い

ど
ち
ら
か
と
言
う
と

当
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

当
て
は
ま
る

と
て
も
当
て
は
ま
る

31 生活指導の必要な子どもが増えた
32 仕事に追われ生活にゆとりがない
33 校務分掌の仕事が負担である
34 保護者や地域住民への対応が負担である
35 仕事に自信が持てない部活動・クラブ活動の指導が負担である
36 子どもが何を考えているのかわからない
37 管理職から指示や干渉が多い
38 同僚との関係に疲れる
39 近くに誰かがいてほしい
40 なぐさめてほしい
41 同僚に話を聞いてもらいたい
42 同僚に自分の苦しい気持ちを伝えたい
43 ｢大丈夫だよ」 と声をかけてほしい
44 誰か私の力になってほしい
45 苦しんでいる気持ちを上司に理解してほしい
46 同僚に相談に乗ってもらいたい
47 問題解決のために同僚に協力してもらいたい
48 専門家に相談したい
49 専門家のアドバイスをもらいたい
50 スクールカウンセラーに協力を求めたい
51 専門機関と連携して解決していきたい
52 研修会に参加して教育実践能力を高めたい
53 できることなら私にかまわないでほしい
54 誰にも相談したくない
55 1人にしてほしい
56 できるだけ我慢したい
57 知らないふりをしていたい
58 自分1人で問題を解決したい

これで終わりです。ご協力、ありがとうございました。
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